
 

 

 

 

 

 

 

  ｒａｎｄｏｍ試料がない場合のｄｅｆｏｃｕｓ補正に役立つ 

  極点処理で強力なＥｒｒｏｒ評価の拡張 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

    ２０１９年０２月２１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 従来、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）ソフトウエアには最適化Ｒｐ％の機能があり 

   最適化前と最適化のＥｒｒｏｒ評価を行っていました。 

   又、透過極点図と反射極点図の接続を行っていましたがＥｒｒｏｒ評価は出来なかった。 

   今回、最適化Ｒｐ％とは別に反射極点図あるいは透過極点+反射極点図のＥｒｒｏｒ評価を可能にし、 

   計算ｄｅｆｏｃｕｓの場合、補正量を変えることでＥｒｒｏｒの変化を確認出来るようにしまいた。 

   更に透過極点図と反射極点図の接続領域を変えた場合のＥｒｒｏｒ評価をＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎで 

   可能にしました。 

 

   変更点 

 反射法データの評価を可能にした 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしで評価可能 

 透過極点図と反射極点図の接続後極点図の評価可能 

 対応ソフトウエアはＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２、ＯＤＦＰｏＦｉｇｕｒｅ１．５ 

 変更は２０１９年２月２１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



追加した機能確認 

 バックグランド削除、透過法は吸収補正、反射法はｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化を行う。 

 

データ接続  

   

Error評価 

 

 



透過法吸収補正なし、反射法ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

 

 

透過法吸収補正あり、反射法ｄｅｆｏｕｓ補正なし（規格化は行う） 

 

 

透過法吸収補正なし、反射法ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし（規格化は行う） 

  

このような確認が極点データ処理内で確認出来ます。 



反射法データのみで、ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

 

  

ｒａｎｄｏｍ資料がない場合の反射法計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

反射法計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正（すべての極点図測定スリット幅を６ｍｍ―＞５ｍｍに変えて計算） 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線はスリット幅を変えると補正量が変わります。 

 



透過反射の接続領域を変える 

 

 

 上記は１５－＞５０の範囲が接続領域、値を変えて領域の変更を行います。 

 

 


